
令和 4 年11月30日現在

人　口 世帯数
富谷市 52,319 20,151
大和町 28,254 12,330
大郷町 7,748 2,893
大衡村 5,673 2,100
計 93,994 37,474
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ご あ い さ つ

黒川地域行政事務組合理事会
理事長 浅　野　　　元

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
に
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
黒
川
地

域
行
政
事
務
組
合
の
運
営
に
対

し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
は

黒
川
地
域
の
富
谷
市
、
大
和
町
、

大
郷
町
、
大
衡
村
で
構
成
し
、

市
町
村
か
ら
事
務
委
任
を
受
け

た
、
消
防
業
務
、
公
立
病
院
の

経
営
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
、

火
葬
場
の
運
営
、
介
護
認
定
審

査
会
事
務
な
ど
14
項
目
に
わ
た

る
事
務
事
業
に
つ
い
て
広
域
的

に
共
同
処
理
し
、
地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
を
守
る
役
割
を
果

た
す
べ
く
業
務
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
昨
年
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行

を
繰
り
返
す
中
、
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
事
務
事
業

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
主
な
状
況
に
つ
き
ま
し
て
御

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
現
在
進
め
て
お
り
ま

す
消
防
本
部
及
び
黒
川
消
防
署

の
庁
舎
移
転
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
８
月
に
庁
舎
の
基

本
設
計
業
務
が
完
了
し
、
建
設

に
向
け
て
実
施
設
計
を
開
始
し

て
お
り
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
業
務
に
お
け
る

初
動
体
制
や
職
場
環
境
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
を
想
定
し
た
安
全
性
と
持

続
性
を
備
え
た
防
災
拠
点
と
し

て
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
親
し

ま
れ
、
安
心
感
を
与
え
る
消
防

庁
舎
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
の
消
防
業
務
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
救
急
要

請
が
大
幅
に
増
加
い
た
し
ま
し

た
。
消
防
に
求
め
ら
れ
る
役
割

は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
が
で
き
る
消
防
体
制

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
公
立
黒
川
病
院
に
つ

き
ま
し
て
は
、
公
益
社
団
法
人

地
域
医
療
振
興
協
会
を
指
定
管

理
者
と
す
る
公
設
民
営
に
よ
り

経
営
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
開

設
者
で
あ
る
行
政
事
務
組
合
と

指
定
管
理
者
が
一
体
と
な
り
連

携
し
、
黒
川
地
域
唯
一
の
公
立

病
院
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
し

つ
つ
地
域
医
療
の
充
実
と
患
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
処
理
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
管

理
セ
ン
タ
ー
・
ご
み
処
理
施
設

に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
か
ら

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

施
設
が
稼
働
し
、
一
体
的
で
よ

り
効
率
的
な
処
理
が
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

ご
み
焼
却
施
設
に
お
け
る
24
時

間
連
続
運
転
体
制
で
安
定
し
た

ご
み
の
処
理
を
行
い
、
リ
サ
イ

ク
ル
関
連
施
設
に
お
け
る
リ
サ

イ
ク
ル
率
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る

な
ど
、
循
環
型
社
会
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
事
務
事
業
に
つ
き

ま
し
て
も
、
住
民
目
線
に
立
ち

職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域

の
皆
さ
ま
方
の
た
め
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
黒
川
地
域
の
安
泰

と
益
々
の
発
展
、
そ
し
て
皆
さ

ま
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会

理
事
長
　 

浅
野
　
　
元
（
大
和
町
長
）

理
　
事
　 

田
中
　
　
学
（
大
郷
町
長
）

理
　
事
　 

若
生
　
裕
俊
（
富
谷
市
長
）

理
　
事
　 

萩
原
　
達
雄
（
大
衡
村
長
）
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り
、
年
末
に
は
、
宮
城
県
か
ら

「
み
や
ぎ
医
療
ひ
っ
迫
危
機
宣

言
」
が
出
さ
れ
、
医
療
現
場
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
感
染

拡
大
防
止
へ
の
協
力
が
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
宣
言
に
よ
る

行
動
制
限
は
な
い
も
の
の
、
一

人
一
人
に
対
す
る
感
染
予
防
対

策
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
心
掛

け
に
よ
り
、
一
日
で
も
早
く
こ

の
感
染
症
が
収
束
し
、
明
る
い

未
来
が
訪
れ
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
は
、

現
在
、
消
防
本
部
及
び
黒
川
消

防
署
の
庁
舎
移
転
新
築
事
業
を

進
め
て
お
り
、
一
層
の
地
域
防

災
力
強
化
の
た
め
の
消
防
が
果

た
す
べ
き
役
割
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
黒
川
地

域
唯
一
の
公
立
病
院
と
し
て
地

域
医
療
へ
の
貢
献
、

一
般
廃
棄
物
の
安

定
し
た
処
理
、
ご

み
減
量
化
の
推
進

な
ど
、
地
域
住
民

の
安
心
・
安
全
な

生
活
に
直
結
す
る

広
域
的
な
共
同
処

理
業
務
に
つ
い
て

も
、
多
く
の
課
題

と
使
命
が
ご
ざ
い

ま
す
。
私
た
ち
議

会
は
、
今
後
と
も
、

皆
さ
ま
方
か
ら
ご

令和５年 年 頭 の

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　

初
春
を
迎
え
、
黒
川
地
域
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
黒
川
地
域

行
政
事
務
組
合
議
会
に
対
し
、

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し

て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
議

会
は
富
谷
市
、
大
和
町
、
大
郷

町
、
大
衡
村
の
各
市
町
村
議
会

か
ら
選
出
さ
れ
た
議
員
で
構
成

さ
れ
、「
黒
川
地
域
の
皆
さ
ま

の
た
め
に
」
と
い
う
志
と
、
議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任

の
も
と
に
、
地
域
の
更
な
る
発

展
を
願
い
な
が
ら
議
論
を
重
ね
、

議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
関

係
市
町
村
の
財
政
事
情
も
考
慮

し
、
広
域
行
政
の
運
営
に
反
映

さ
せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
議
論
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し

い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
明
る

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

議
　
長
　

犬
飼
　
克
子
（
大
和
町
議
会
議
員
）

副
議
長
　

和
賀
　
直
義
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

議
　
員
　

吉
田
　
耕
大
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

佐
藤
　
　
牧
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

菊
池
　
美
穂
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

畑
山
　
和
晴
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

渡
辺
　
良
雄
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

石
川
　
　
敏
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

佐
々
木
春
樹
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

遠
藤
　
昌
一
（
大
衡
村
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

大
友
　
三
男
（
大
郷
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

金
子
　
　
透
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

髙
橋
　
正
俊
（
富
谷
市
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

千
坂
　
裕
春
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

門
間
　
浩
宇
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
〃
　
　

藤
巻
　
博
史
（
大
和
町
議
会
議
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
席
順
）

黒川地域行政事務組合議会
議長 犬　飼　克　子
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千
葉
氏
は
、
昭
和
58
年
に
仙
台
北
部

で
発
生
し
た
二
市
三
町
に
ま
た
が
る
大

規
模
林
野
火
災
に
お
い
て
の
消
火
活
動

指
揮
や
、
平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
警
防
隊
長
と
し
て
非
常

警
戒
態
勢
を
と
り
な
が
ら
も
、
管
内
の

被
害
状
況
、
情
報
収
集
に
努
め
る
な
ど
、

消
防
職
員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
危
険

業
務
に
従
事
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
「
瑞

宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章（
消
防
功
労
）

元 

消
防
司
令
長（
黒
川
消
防
署
長
）

　

千
葉　

一
美 

様

（
大
和
町
在
住
）

危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

令
和
４
年
11
月
３
日
発
令

第39回

❖ 

令
和
４
年

第
５
回
臨
時
会 

❖

❖ 

可
決
議
案

議
会
報
告

議
会
報
告

議
会
報
告

　

令
和
４
年
11
月
29
日
に
、
議

会
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
理
事

会
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度

黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

議
案
第
22
号

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

　

令
和
４
年
11
月
17
日
・
24
日

の
二
日
間
、
大
和
町
吉
田
の
升

沢
遊
歩
道
に
お
い
て
黒
川
消
防

署
特
別
救
助
隊
が
山
岳
救
助
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

遊
歩
道
コ
ー
ス
の
各
危
険
箇

所
や
資
機
材
・
装
備
、
無
線
使

用
の
可
否
等
を
確
認
し
つ
つ
、

即
座
に
実
災
害
に
対
応
で
き
る

よ
う
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
り
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
11
月
27
日
に
黒
川

消
防
署
大
衡
出
張
所
で
、
管
内

４
市
町
村
消
防
団
員（
部
長
・

班
長
）
約
50
名
に
対
し
、
研
修

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

宮
城
県
消
防
協
会
黒
川
地
区

支
部
の
事
業
と
し
て
、
消
防
団

員
の
基
礎
能
力
向
上
を
目
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で
、
今
回
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
時
間
と
内
容
を
縮

小
し
、
規
律
を
正
し
、
統
率
の

と
れ
た
部
隊
行
動
を
行
う
た
め

の
礼
式
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

山
岳
救
助
訓
練

消
防
団
員
研
修
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令和４年度上半期　予算執行状況のお知らせ
令和４年度の上半期（令和４年９月末）各種会計の予算執行状況をお知らせします。

問い合わせ先 　財政課　☎345−1542

一般会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 2,250,445 1,687,885 75.0%
使用料・手数料 14,062 8,365 59.5%
国庫支出金 10,143 0 0%
県 支 出 金 87 65 74.7%
財 産 収 入 35 3 8.6%
繰 越 金 79,993 74,888 93.6%
諸 収 入 20,731 14,557 70.2%
組 合 債 516,500 0 0%
繰 入 金 11,284 0 0%
合　　　 計 2,903,280 1,785,763 61.5%

病院事業会計 訪問看護ステーション事業会計
（単位：千円）

区　　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収　支

収 入 202,987 119,599 58.9%
支 出 387,338 55,134 14.2%

資本的
収　支

収 入 411,865 262,919 63.8%
支 出 411,865 210,881 51.2%

（単位：千円）

区　　　分 予算現額 執行済額 執行率

収益的
収　支

収 入 1 0 0%
支 出 32 0 0%

介護認定審査会特別会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 13,738 10,305 75.0%
繰 越 金 186 0 0%
諸 収 入 19 7 36.8%
合　　　 計 13,943 10,312 74.0%

（歳 出）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 支出済額 執行率
介 護 認 定
審 査 会 費 13,943 5,130 36.8%

障害支援区分認定審査会特別会計
（歳 入）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 収入済額 収入率
分担金・負担金 1,142 1,142 100.0%
繰 越 金 24 0 0%
諸 収 入 1 0 0%
合　　　 計 1,167 1,142 97.9%

（歳 出）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 支出済額 執行率
障害支援区分
認定審査会費 1,167 389 33.3%

特別会計

（歳 出）　� （単位：千円）

科　　目 予算現額 支出済額 執行率

議　 会　 費 2,675 1,067 39.9%

総　 務　 費 113,426 54,066 47.7%

民　 生　 費 80 26 32.5%

衛　 生　 費 596,574 157,151 26.3%

消　 防　 費 2,037,691 577,268 28.3%

公 債 費 129,011 63,687 49.4%

予 備 費 100 0 0%

災害復旧費 23,723 0 0%

合　　　 計 2,903,280 853,265 29.4%
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

令
和
５
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
皆
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

か
ら
当
組
合
の
消
防
業
務
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
一
昨
々
年
か
ら
続
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
収
束

の
目
途
が
立
た
ず
、
日
常
生
活
を
は

じ
め
消
防
行
政
に
も
今
な
お
影
響
し

て
お
り
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
弱
毒
化

等
が
報
道
さ
れ
る
一
方
で
、
新
た
な

変
異
株
の
発
生
も
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
よ
り
、
国
際
情
勢
に
も
変

化
が
起
き
、
国
民
保
護
や
経
済
の
視

点
に
お
い
て
も
日
本
へ
の
影
響
を
大

き
く
感
じ
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

国
内
の
災
害
で
は
、
３
月
16
日
の

福
島
県
沖
地
震
に
よ
り
県
内
で
も
震

度
６
強
を
観
測
し
、
４
月
に
は
北
海

道
知
床
半
島
沖
の
観
光
船
事
故
に
よ

り
20
名
が
死
亡
、
６
名
が
現
在
も
行

方
不
明
と
い
う
痛
ま
し
い
人
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
７
月
の
大
雨
で
は
、

県
内
に
お
い
て
河
川
の
決
壊
等
に
よ

り
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
８
月
の
前
線
に
よ
る
豪
雨

及
び
台
風
８
号
、
９
月
の
台
風
14
号

及
び
15
号
な
ど
、
大
雨
に
よ
る
災
害

が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

地
球
の
気
候
変
動
に
伴
い
、
災
害

大
国
で
あ
る
日
本
は
激
甚
指
定
さ
れ

る
規
模
の
災
害
が
近
年
明
ら
か
に
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
当
消
防
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
新
本
部
庁
舎
建
設

へ
と
向
け
着
々
と
歩
み
始
め
て
お
り
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
更
な
る

災
害
対
応
力
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
災
害
に
負
け
な
い
黒
川
地

域
の
防
災
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
災
害
の
な
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て
皆
さ

ま
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

消防本部
消防長　跡部　信一

　

消
防
水
利
に
は
防
火
水
槽
や
消

火
栓
な
ど
が
あ
り
、
地
上
式
と
い

う
一
目
見
て
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か

り
や
す
い
も
の
と
、
皆
さ
ん
の
生

活
や
交
通
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
け
た
地
下
式

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
降
雪
時
に
は
、
地
下

式
の
場
合
マ
ン
ホ
ー
ル
が
雪
の
下

に
隠
れ
て
見
え
な
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
ま
ま
圧
雪
に
な
る
と
、

除
雪
に
時
間
が
か
か
り
、
消
火
活

動
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

消
防
で
は
、
職
員
は
も
と
よ
り

消
防
団
員
の
方
々
を
は
じ
め
、
各

関
係
機
関
の
ご
協
力
を
得
て
消
火

栓
等
の
除
雪
作
業
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
暴
風
雪
や
豪
雪
時
に

は
対
応
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

よ
り
迅
速
な
消
火
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
、
ご
自
宅
の
除
雪
後
に

周
辺
に
設
置
し
て
あ
る
消
火
栓
等

の
除
雪
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

消
防
水
利
周
辺
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

地
上
式
消
火
栓

地
下
式
消
火
栓
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　冬も本格化し、皆さんのお宅でもス
トーブやコタツなどの暖房機器が毎日
フル稼働し、火の気がより身近になっ
ていることかと思います。冬は空気が
乾燥するため、暖房機器の取扱い等に
は注意が必要です。住宅火災から命を
まもる10のポイントをご紹介します
ので、ぜひ実践してみてください。

出典：�総務省消防庁
　　　「住宅防火

 いのちをまもる10のポイント」

冬の住宅防火を見直しましょう

「
収
れ
ん
火
災
」

に
注
意
！

・通信料は利用者負担となります。
・�無料通話付き料金プランの対象となりませんのでご注意ください。
・�令和５年１月12日以降、旧災害情報ダイヤルはご利用できません。
・119番では災害状況等の案内はできません。

　火災・救助など災害発生時に自動音声で案内している災害情報ダイヤルについて、
装置更新に伴い電話番号が変更されます。

新災害情報ダイヤル

新番号運用開始日　令和５年１月12日（木）
０５７０－０２２－１１９

災害情報ダイヤル� のお知らせ電話番号変更

　

皆
さ
ん
は
虫
メ
ガ
ネ
を
使
っ

て
黒
い
紙
に
光
を
一
点
に
集

め
て
穴
を
空
け
る
実
験
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

こ
の
原
理
で
発
生
す
る
の

が
収
れ
ん
火
災
で
す
が
、
特

に
冬
場
は
太
陽
の
高
度
が
低

く
、
部
屋
の
奥
ま
で
太
陽
光

が
届
き
や
す
い
た
め
、
ガ
ラ

ス
玉
や
金
魚
鉢
な
ど
で
も
同

じ
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　

外
に
置
い
て
い
た
水
の

入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
も
、

収
れ
ん
が
起
き
て
タ
イ
ヤ
に

着
火
し
火
災
に
至
っ
た
事
例

も
あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

出典：正木商事（株）ホームページ
https://www.chinmasa.com/blog/entry-341295/
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　家庭や事業所から排出される一般廃棄物や引っ越しごみ、植木のせん定等で大量
に出たごみについては、環境管理センターへ直接搬入し、処分することができます。
〇自己搬入の流れ
①�受付にて廃棄物搬入申請書・納入通知書に必要事項を記入していた
だきます。
②ごみ計量機で、ごみを載せたまま車の重量を計ります。
③�ごみの種別（燃えるごみ・燃えないごみ・粗大ごみ等）ごとに所定
の場所へ降ろしていただきます。
④�もう一度車の重量を計り、②から差し引いて、降ろしたごみの重量
を計算します。（計量はごみの種別ごとに行います。）
⑤�納入通知書を発行しますので、各町村役場または納入通知書記載の
金融機関で、料金をお支払いいただきます。

〇料金について
ごみの種別により処分料金の計算方法が異なります。

ごみの種別 処分料金
粗大ごみ １点につき400円

燃えるごみ・燃えないごみ等 100kgまで一律1,500円
以降10kgごとに150円ずつ加算

古紙類（汚れていないもの） 無料

〇木材の受入れ基準について
木材の種類 受入れ可能な長さ

せん定した
植木・草木

直
　
径

５cm未満 30cm以内
５cm以上20cm未満 １ｍ以内
20cm以上30cm未満 50cm以内

板材 １ｍ以内
・直径が30cmを超えるものは割り、受け入れ可能な長さまで切断してください。
　※受け入れ基準より太い・長いものは受け入れできません。
・釘やボルト、金具類はできる限り取り除いてください。

〇その他留意事項
・休 業 日：土曜日・日曜日・年末年始（12月31日～１月３日）
　受付時間：［午前］8：30～12：00　［午後］1：00～4：00
・�ごみの排出場所が大和町・大郷町・大衡村以外の場合は、当施設へ搬入できません。
・�自己搬入する際に予約は不要ですが、町村ごとに手続きが異なりますので、各町村発行の
収集計画表をご確認ください。
・�受付時に、持ち込んだごみを確認させていただきます。ごみの種別により降ろしていただ
く場所が異なるほか、当施設で処理ができないものは受け入れできませんので、ご理解を
お願いいたします。

受入れできないごみ
車やバイクのタイヤや部品 テレビ、洗濯機、エアコン、冷蔵庫、パソコン
外壁やコンクリート 産業廃棄物に該当するもの

問い合わせ先　環境管理センター　☎342−2218

△▼△～ごみの自己搬入について～△▼△
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（単位：Bq/kg）
採取年月 放射性セシウム134 放射性セシウム137 放射性セシウム合計

令和 ４ 年10月 不検出 71 71
令和 ４ 年11月 不検出 74 74

基準値：8,000Bq/kg
　当組合では、地域の皆さまが安心できるよう、東日本大震災による東京電力福島原発事故後から現在
まで、一般廃棄物最終処分場に埋立てしている焼却灰の放射性物質測定を実施しております。測定結果
は、環境省で定める基準値を下回っており、埋立て後の最終処分場内の各種測定も基準値を超えるもの
は検出されておりません。今後も定期的に測定を実施します。� 問い合わせ先　業務課　☎345−6481

ごみ焼却施設から生じる焼却灰（飛灰）の放射性物質測定結果

令和５・６年度
入札参加資格申請共同受付のお知らせ
　令和５・６年度競争入札（一般・指名）参加資格申請の受付・審査を、黒川地区・塩釜
地区の広域連携のもと行います。
　本年度の入札参加資格申請においては、新型コロナウィルス感染症のまん延防止、受付
事務の簡素化・効率化の観点から“原則電子申請による共同受付のみ”とし、例年
の郵送による共同受付及び各団体にて郵送・持参による単独受付は実施しません。

◆参加団体
（１）市町村
　　　�富谷市、大和町、大郷町、大衡村、塩竈市、多賀城市、松島町、七ヶ浜町、利府町
（２）一部事務組合
　　　黒川地域行政事務組合、塩釜地区消防事務組合、宮城東部衛生処理組合

◆申請方法・期間

受 付 方 法 原則、WEBサイトによる電子申請のみの受付（みやぎ電子申請サービス）
URL：https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi2/uketsuke/form.do?id=1666859908960

受 付 期 間 令和４年12月１日（木）～令和５年１月26日（木）

申 請 方 法

下記①、②の書類をWEBサイト上に添付。
①申請様式（エクセルファイル）
　�申請様式は共通の様式です。各団体のホームページから最新版をダ
ウンロードしてください。

②申請様式以外の提出書類
　スキャナー等を使用してPDFファイルに変換の上、提出してください。

登録有効期間 令和５年４月１日～令和７年３月31日（2年間）

◆その他
（１）受付期間を過ぎると登録できませんので、早めの手続きをお願いします。
（２）その他、要項や必要事項等に関しましては、組合ホームページを参照ください。

問い合わせ先　財政課　☎345−1542
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公
立
黒
川
病
院

お
ん
に
こ
に
こ　

は
ら
た
つ
ま
い
ぞ  

そ
は
か管理者兼病院長

角田　浩

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
誰
で
も
旧
年
中
は
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
も
、
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
し
た
。

　

新
年
で
す
。
心
機
一
転
、
新
た
な

さ
わ
や
か
で
穏
や
か
な
気
持
ち
で

日
々
、
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
怒
り
」
と
い
う
感
情
は

血
圧
を
上
げ
、
不
整
脈
を
起
こ
し
や

す
く
な
り
、
血
管
が
詰
ま
る
病
気
に

も
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

「
怒
り
」
に
近
い
感
情
で
す
が
、
相

手
に
対
し
て
敵
意
、
攻
撃
性
を
も
つ

「
敵
意
性
」
と
い
う
感
情
が
あ
る
と
、

喫
煙
率
も
高
く
な
り
、
飲
酒
量
も
増

え
、
抗
酸
化
物
質
が
減
り
、
体
が
酸

化
し
や
す
い
、
つ
ま
り
体
が
さ
び
や

す
く
な
り
ま
す
。（
大
平
哲
也　

感

情
を
〝
毒
〟
に
し
な
い
コ
ツ
）

　

怒
り
を
な
る
べ
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
病
気
の
引
き
金
を
引
か
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

易
学
者
、
哲
学
者
で
思
想
家
で
も

あ
っ
た
安
岡
正
篤
著
、
百
朝
集
に
は
、

腹
を
た
て
ぬ
呪
文
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　

青
森
に
生
ま
れ
、
仙
台
に
も
住
ん

だ
こ
と
の
あ
る
洒
落
た
逸
話
の
多
い

明
治
時
代
の
禅
僧
、
西に

し

有あ
り

穆ぼ
く

山ざ
ん

禅ぜ
ん

師じ

が
あ
る
老
婆
に
教
え
た
と
い
う
呪
文

で
す
。
そ
れ
が
、「
お
ん
に
こ
に
こ

　

は
ら
た
つ
ま
い
ぞ　

そ
は
か
」
と

い
う
真し

ん

言ご
ん

陀だ

羅ら

尼に

で
す
。

　

そ
う
な
っ
た
事
情
は
調
べ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
あ
る
お
婆
さ
ん
が

穆
山
禅
師
に
「
ど
う
す
れ
ば
平
和
に

暮
ら
せ
る
か
教
え
て
欲
し
い
」
と
願

い
出
て
、
そ
れ
に
対
し
て
「
こ
れ
を

朝
晩
、
唱
え
な
さ
い
」
と
教
え
た
と

の
こ
と
で
す
。
怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
、
平
和
に
暮
ら
す
た
め
に
は
朝

晩
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。
私
は
「
は
ら

た
つ
ま
い
ぞ
」
と
い
う
と
「
は
ら
た

つ
」
が
心
に
残
っ
て
し
ま
う
の
で

「
お
ん
に
こ
に
こ　

い
つ
も
あ
か
る

く　

そ
は
か
」「
お
ん
に
こ
に
こ　

い
つ
も
優
し
く　

そ
は
か
」
に
し
よ

う
か
な
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

材
料（
２
人
分
）

さ
わ
ら　

�

２
切
れ

す
だ
ち　

�

１
個

（
又
は
ゆ
ず　

�

１
／

２
個
）

み
り
ん　

�

大
さ
じ
１

酒　

�

大
さ
じ
１

し
ょ
う
ゆ　

�

大
さ
じ
１

　

さ
わ
ら
は
、
古
来
、
日
本
で
は

冠
婚
葬
祭
に
使
っ
て
き
た
魚
で
、

懐
石
料
理
に
つ
き
も
の
の
魚
で
す
。

産
卵
の
た
め
瀬
戸
内
海
に
入
る
春

が
最
も
獲
れ
る
時
期
な
の
で
、
関

西
で
は
春
が
旬
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
産
卵
前
の
脂
が
の
っ
て
い

る
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
時
期
が

関
東
で
は
旬
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
バ
科
の
魚
で
す
が
、
上
品
な
白

身
は
刺
身
や
煮
物
、
焼
き
物
、
天

ぷ
ら
な
ど
幅
広
く
料
理
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
わ
ら
は
、
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質

と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
が
含
ま
れ
る
の
で
骨

粗
し
ょ
う
症
予
防

に
役
立
ち
、
Ｅ
Ｐ

Ａ
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
も
豊

富
で
血
液
を
サ
ラ

サ
ラ
に
し
、
動
脈

硬
化
の
予
防
や
高

血
圧
、
脂
質
異
常

症
の
予
防
・
改
善

が
期
待
で
き
ま
す
。

作
り
方

①�

す
だ
ち
又
は
ゆ
ず
を
ス
ラ
イ
ス

し
て
調
味
料
と
合
わ
せ
て
お
き

ま
す
。

②�

①
に
さ
わ
ら
を
30
分
～
1
時
間

漬
け
て
お
き
ま
す
。

③�

グ
リ
ル
又
は
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス

タ
ー
で
さ
わ
ら
の
水
気
を
切
っ

て
７
分
焼
き
、
つ
け
汁
を
ぬ
り
、

さ
ら
に
５
分
ほ
ど
焼
く
こ
と
を

2
～
3
回
繰
り
返
し
て
出
来
上

が
り
。

　

幽
庵
焼
き
と
は
調
味
料
（
み
り

ん
、
酒
、
し
ょ
う
ゆ
）
に
ゆ
ず
や

か
ぼ
す
な
ど
の
柑
橘
系
の
輪
切
り

を
入
れ
た
調
味
液
に
漬
け
て
焼
い

た
も
の
で
す
。
江
戸
の
茶
人
で
食

通
で
も
あ
る
北
村
祐
庵
（
堅
田
幽

庵
）
が
創
案
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

季
節
の
料
理
の
レ
シ
ピ

「
さ
わ
ら
の
幽ゆ

う
庵あ

ん
焼
き
」

栄
養
室
室
長　

小
岩　
陽
子
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着
任
の
挨
拶

診療部長　外科医師

　芳
は

賀
が

　 泉
いずみ

　

理学療法士　高橋　由佳

　

令
和
４
年
10
月
１
日
よ
り
、
診
療
部
長
と
し

て
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
芳
賀　

泉
と
申
し
ま

す
。
宮
城
県
仙
台
市
の
出
身
で
、
平
成
２
年
に

東
北
大
学
を
卒
業
し
、
八
戸
市
民
病
院
で
外
科

研
修
医
と
し
て
医
師
の
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

平
成
５
年
に
東
北
大
学
第
二
外
科
（
現
総
合
外

科
）
に
入
局
し
、
臓
器
移
植
の
研
究
を
す
る
と

と
も
に
、
外
科
医
と
し
て
の
修
練
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
北
各
地
の
市
中
病

院
で
一
般
外
科
医
と
し
て
勤
務
し
、
平
成
15
年

か
ら
当
院
に
赴
任
す
る
ま
で
の
19
年
間
仙
台
市

の
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
仙
台
病
院
で
一
般
外
科
お
よ
び
腎

移
植
医
療
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
、

ご
縁
が
あ
り
ま
し
て
公
立
黒
川
病
院
外
科
に
勤

務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
宮
城
県
人
で
は

あ
り
ま
す
が
、
当
地
域
に
は
あ
ま
り
お
邪
魔
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
で

き
る
限
り
周
辺
を
散
策
し
、
い
ろ
い
ろ
な
発
見

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
当

地
域
に
安
全
・
安
心
の
医
療
を
提
供
で
き
ま
す

よ
う
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

身心の健康のために、趣味をみつけよう
～寝たきりの原因と予防について～

　みなさんは何か楽しみの時間をもって生活していますか。仕事や家事などのほかに自分が好き
で行っている趣味があるでしょうか。私は訪問リハビリの仕事に携わり、利用者さんの自宅を
訪問してリハビリを行う仕事をしています。その中で庭作業を趣味として季節の野菜や草花を
育てていたり、小物作りを人に教えていたり、歌や踊りを習っていたりと様々な趣味を持って
いる方に出会います。このような方々は趣味活動に必要な物を買うために外出します。外出す
れば人と出会う機会も増えるため他者との交流や会話も増えます。また、活動するためには身
体を動かすので運動量も増えます。そして、充実した時間ができる事で生活の質が向上します。
　高齢になってくると外出機会が減り、閉じこもりになる方が少なくありません。これが、認
知機能や身体機能の低下などを引き起こし寝たきりのリスクを増大させます。介護予防のため
には、スポーツやウォーキングなどの習慣的な運動を実施することが効果的と言われています。
しかし、継続して実施できる方ばかりではないのが現状です。そんな方に私は趣味活動を積極
的に実施することを提案しています。趣味を通して少しずつ身体を動かし、手作業や会話を通
して脳の活性化を図り、自宅内から社会へ徐々に行動範囲を広げる、という事が楽しく本人の
意思でできるようになれば良いと考えています。
　趣味があることで自分の生活する意欲にもつながると思います。みなさんも、ぜひ少しでも
興味のある事を色々探してやってみてはどうでしょうか。

11 広域くろかわ 令和５年１月号



　

緊
急
消
防
援
助
隊
の
消
火
・
救
助

技
術
や
指
揮
・
連
携
活
動
能
力
等
の

向
上
を
目
的
に
、
平
成
７
年
の
創
設

以
来
お
お
む
ね
５
年
に
１
回
全
国
各

地
の
緊
急
消
防
援
助
隊
が
一
堂
に
会

し
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
６

回
と
な
る
今
回
は
、
初
め
て
南
海
ト

ラ
フ
地
震
を
想
定
し
、
令
和
４
年
11

月
12
・
13
日
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
、

当
消
防
本
部
も
宮
城
県
大
隊
の
一
員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は

　

普
段
は
管
轄
す
る
市
町
村
を
守
る

消
防
で
す
が
、
国
内
で
大
規
模
災
害

や
特
殊
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

被
災
地
の
消
防
機
関
だ
け
で
は
対
処

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、
被
災
地
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
各
都
道
府
県
の
消
防
本

部
や
航
空
隊
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま

す
。

　

こ
の
応
援
部
隊
が
「
緊
急
消
防
援

助
隊
」
で
す
。

　

令
和
４
年
11
月
８
日
か
ら
２

日
間
、
富
谷
市
立
成
田
中
学
校

の
２
年
生
４
名
の
職
場
体
験
学

習
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
実
際

に
防
火
衣
を
着
装
し
た
り
、
放

水
や
ロ
ー
プ
結
索
、
高
所
か
ら

の
ロ
ー
プ
降
下
、
応
急
処
置
法

な
ど
を
経
験
し
、
消
防
職
員
が

ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る

の
か
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で

い
ま
し
た
。

　

将
来
、
消
防
士
に
な
っ
て
い

る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
、

た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

中
学
生
の
職
場
体
験

緊
急
消
防
援
助
隊

全
国
合
同
訓
練
に
参
加
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